


























跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 17 号　（2014 年 1 月 15 日）
観光デザインとコミュニティデザイン
─ 地方自治特別法下での“観光デザイナー”芦屋市長の山地開発構想の挫折 ─
Tourism Design against Community Design: 
Failure of Mountain Development Planning by “Tourism Designers” 






























































































































社の後始末も済まない時期の 32 年 5 月 22 日発起人会設立準備委員会が開催され（社史，p33）、











年 9 ～ 10 月訪欧したが、「外遊報告」の一節には、芦屋市の「観光デザイン」の具体的な着想過









する、まことに前途に輝かしい希望を迎える」（「商工会だより」34.2.5 広報 111 号③）と熱い期待を
寄せた。
　内海は 34 年 7 月 25 日芦有起工式でも自分の「山地開発の方針に沿って生まれたのが芦有開発
























したい」（36.8.5 広報 141 号①）、「奥池周辺に大がかりな遊園地、ロープウェイ、スケートリンク、










夏に 1か月間にわたる歌と踊りの「ハワイまつり」を 43 年まで 5年間開催した。「ハワイカメハ
メハスクール舞踊団ヤングハワイアン 25 名による」『南太平洋の歌と踊り』を 7月 20 日から 8
月 28 日まで芦有ドライブウェイ沿線奥池遊園地の奥池野外劇場（芦有バスで約 20 分。奥池停留場
下車　運賃 80 円、芦有タクシー 580 円）で開催した。大阪読売新聞社・読売テレビ放送が主催、ハ
ワイ観光局が協賛した。入場料大人 350 円、小人 120 円（奥池遊園地入園料とも）、前売券大人 300
円であった。（［写真－ 2］）金井社長も「ハワイからフラダンスの一行を招いて「ハワイ祭り」を
開催、観光客を大いに楽しませた」（足跡，p263）と回顧する。








































娯楽遊戯場、ダンスホール等娯楽施設」を挙げている。25 年 12 月原代議士は特別法案の提案理
由の中で「ラジウム及び炭酸温泉の源泉地を最近発見しまして、これまた専門家に発掘の具体的
準備を託しており、近くその準備も完了」（議事録）と述べた。猿丸が進めた市営温泉案には市民





積極的にやりたい」（25.12.20 広報 12 号，p5）との企業家筋からの温泉郷構想が出されており、同
時期に別荘「芦山荘」の料亭・旅館への転用に伴う営業許可の申請も出されたと思われる。「観光、






可が報道」（25.12.20 広報 12 号，p7）され、芸妓・置屋・検番等の言葉に敏感な一部市民から「本













リエーション的な健康の場としようとするもの」（34.12.5 広報 121 号①）である。同社は「従来の
享楽地化した既成温泉地とは異なり、健全な休養の場所として、芦屋にふさわしい明るい清潔な




















機を得ないのではないか」（35.2.5 広報 123 号①）と市議会に促進方を請願した。この請願には特別
「法の制定によって…教育、文化、健康、清潔、観光等のことばを包含した理想的…中都市」（35.2.5
広報①）との法解釈も見られるが、特別法に観光を包含すると認識し、温泉・観光を許容するの
はむしろ少数派であった。賛成派が 34 年 12 月 18 日付で提出した請願書を『広報』は全文掲載
したが、同時に提出された反対派請願は略した。「山地開発の促進と、それに関連する市有地特
売の推進を求める請願書」（35.2.5 広報 123 号①）は雅叙園観光の併設する「国際観光ホテルやプー
ル、大公園等の画期的な健全娯楽施設」（35.2.5 広報 123 号①）を待望する内容であったが、多数の



















（35.2.5 広報 123 号①）を展開し、35 年 A「山手町にヘルスセンターを設置することに反対するこ
とを兵庫県知事及び兵庫県建築審査会に申し入れ、その用地として芦屋打出共有地の一部を売却
しないことを求める請願」、B「芦屋打出共有地を財団法人松尾育英会に払下げる土地売買契約













で盛んに稼いでおり、32 年 8 月 10 日の新聞で雅叙園観光経営の新宿三丁目「日活地下ホール」











を二日間延長」、34 年 12 月 25 日再開し吉田らの促進請願を採択、反対派AB両請願を不採択と
した。（35.2.5 広報 123 号①）34 年 12 月時点では施設建設について県知事に認可申請中で、兵庫県
建築審査委員会で可否が審査されつつあったが、反対派からの訴えを聞き入れた売春対策国民協
議会は 35 年 1 月 18 日同審査会宛に電報で反対の旨を陳情、反対派にも激励文を送った。（資料）




県に対して市議会より意見書を提出することが可決」（35.3.5 広報 124 号①）された。さらに 3月
10 日市議会は県道「精道奥山線」一部新設（又は拡幅）の意見書を知事に提出する議案を審議し
た。議案の趣旨は「通学、通行人の安全を守るため開森橋以北、山手小学校北方までの間、芦屋

































































　②渡辺万太郎26は 25 年 10 月芦屋市総務部長より丹原の後任助役に就任の際「就任のことば」





開かれて来る」（25.10.20 あしや 10 号，p3）と自説に固持した。頑固一徹の教育者らしくスイス式
の観光路線にすら消極的であくまで住宅都市に固執した“堅物”の渡辺は上司の猿丸の方針に迎
合せず、さっさと兵庫県議に転出すべく助役を辞任した。













　渡辺万太郎は 39 年 9 月 6 日の選挙で「市民の知らぬ所で知らぬ間に行われた山地開発」（公人，
p135）の是非を争点に現役を破って当選した。渡辺は「なつかしい十三年ぶりの古巣、市役所に
帰り」（39.10.5 広報 179 号，p1）、一応前任者に「市史にも特筆さるべき功績をあげられた」（39.10.5
広報 179 号①）と敬意を表しつつも、保安林解除問題などを念頭に「独善的行政を徹底的にいま























　明治末・大正初期の芦屋川改修時の紛議と、昭和 20 年代半ばの一連の猿丸構想、昭和 30 年代
半ばの芦山荘事件とは、観光デザインとコミュニティデザインの相互関係を考える上で、いくつ
かの共通点が認められる。すなわち①開発主体は大正期では仮設・移動型でなく、「其大部分ニ




































は「なにもしない沈滞市政」（公人，p233）と批判し、43 年 9 月の市長選挙に再度挑戦し開発市
政に戻そうと試みたものの、市民の同意を得られず「浪人生活四年間のハンディは大きく、敗れ





















市は「山地開発・海岸埋立・道路衛生など共同問題を解決」（市史，p777）するため、38 年 2 月
































（35.2.5 広報 123 号①）を展開した反対者も「温泉会館を切り離した山地開発には反対しているもの
ではない」（資料）とした。
　45 年の芦屋特集で毎日新聞記者は「芦屋川がよごれ、白砂が消え、さらにまた芦屋の“風致”
































⑴　昭和 25 ～ 26 年に制定された個別の特別都市建設法により別府、伊東、熱海、松山（以上温泉）、奈良、
京都、松江（以上観光）、軽井沢町（国際親善文化観光都市）と芦屋の 9都市が指定された。27 年 4 月 15
日には上記の 9都市に政令指定の日光、鳥羽、長崎 3市を加え 11 市 1 町の「加盟都市相互の友好を深め、
自治の進展を図る」等を目的に国際特別都市建設連盟が結成され芦屋市も参加した。
⑵　和田英夫「憲法 95 条」の注釈（有倉遼吉・小林孝輔編『基本法コンメンタール憲法　第 3版』『別冊法
学セミナー』日本評論社、昭和 61 年，p320
⑶　同様に湯布院町長が思い描いた観光デザインとコミュニティデザインとの関わりについては清成忠男
「地域主義の時代」東洋経済新報社、昭和 53 年、p276* 参照。筆者らの考える“観光デザイナー”の意味
合いについては拙稿「“観光デザイナー”論─観光資本家における構想と妄想の峻別─」『跡見学園女子大





⑸　24 年 8 月猿丸吉左衛門市長が創刊した芦屋市の広報誌『あしや』を単に「あしや」、改称後の『芦屋市
広報』を「広報」と略した。猿丸吉左衛門は明治 36 年生れ、同志社大学で学生横綱、昭和 23 年 10 月～
27 年 9 月芦屋市長、昭和 58 年 1 月 4 日死亡（社史，p114）
⑹　本稿では上記のように、市長経験者の自伝等、新聞雑誌、頻出する基本資料等も同様に以下の略号を用
いた。［伝記］浮草…内海清『浮草の如く』（私家版）、昭和 55 年、続浮草…内海清『続　浮草の如く』（私
家版）、昭和 59 年、公人…渡辺万太郎『公人生活五十六年』太陽出版編集センター、昭和 52 年、八十年
…渡辺万太郎『雑草の道八十年』太陽出版編集センター、昭和 53 年、足跡…金井慶二『私の足跡』創元社、









昭和 35 年，p61 ～、温泉…「もめる芦屋の温泉会館」（34.12.12 神戸⑧）、資料…『売春対策』第 34 号、
売春対策国民協議会、昭和 35 年 2 月 10 日，p2（『性暴力問題資料集成』第 23 巻、不二出版，p142 所収）、
議事録…『第 009 回国会　衆議院建設委員会　審査報告書』昭和 25 年 12 月 4 日、会議録…『衆議院会議













p26）、その後芦屋山地開発事務局長、36 年企画部長就任（36.9.5 広報 142 号①）、46 年芦有取締役就任、






⒀　猿丸吉左衛門（先代）は嘉永 6年生れ、昭和 3年～ 5年の精道村長、昭和 7年死亡。猿丸家は「あの辺
での名家で…百人一首の猿丸大夫の後裔と伝へられ」（柳田國男『柳田國男全集第三巻』筑摩書房，平成
9年，p49）る。




























24　兵庫県下で逸早く弘報担当組織を設け、24 年 8 月「官報式の固いものでなしに、くだけた、肩のこら











26　渡辺万太郎は明治 32 年 4 月 3 日生まれ、御影師範卒、川西小学校、宝塚小学校長、兵庫県視学、芦屋
市山手尋常小学校長を経て昭和 20 年芦屋市主事兼視学、教育課長、総務局長を経て 25 年 10 月 2 日芦屋
観光デザインとコミュニティデザイン
─　　─63
市助役（25.9.20 広報 10 号，p27）、26 年 4 月兵庫県議当選、副議長、芦屋市環境を守る会会長、芦有開発
創立副委員長、39 年 9 月 16 日芦屋市長就任。千恵子夫人は幼稚園長。
27　内海清は兵庫県龍野市出身、大阪高校、昭和 5年東大法学部卒、在学中に高文試験に合格し内務省に入
省した生え抜きの内務官僚、10 年 7 月現在警務課長、16 年厚生書記官、熊本、新潟各県警察部、大阪府
土木部、兵庫県経済部長を歴任、22 年 10 月兵庫県総務部長の時に公職追放、松谷化学副社長等をへて 25
年追放解除後に 26 年 5 月芦屋市助役、27 年 9 月芦屋市長当選。「能吏的で市政にソツはない」（八十年，
p151）との評。（「時の人」38.5.22 読売②）その後富士伸銅常務、海技大学校理事、芦屋動物愛護協会長、
谷崎潤一郎記念館長。








36　芦屋市と芦有の関係は当初の密着関係を脱し、44 年 11 月渡辺市長は芦有に「奥池の使用契約を 9月末
で更新しない旨申入れ、45 年 3 月までにボート等の撤去を要求」（市議，p193）、45 年 3 月芦有は「地裁
に異議申立て」（市議，p193）る対立関係へと変貌した。「内海派」の梁山泊とも見做された芦有の立場
からは当時の市長の描いた観光デザインに乗って忠実に実行してきた長期継続事業を市長交代など市側の
一方的な都合だけで破棄するなど許し難いとの心情からでもあろうか。
37　本来一般向の「楽しい本」（社史，p120）を意図したはずの芦有社史の配付先が極めて限定された背景も、
阪神大震災の特殊事情を別にすればこのあたりの表現の温度差のためか。
